
【今後の展望】
今年度はロゲイニングなど、学生が主体となって活動する機会を増やすことができた。
一方で、空き家に関する活動ができなかったことなど、学生主体で活動することの難しさと地域の人
との継続的な交流の大切さを痛感した一年だった。
来年度は飲食店・観光マップの作成や、空き家の利活用に関する活動などを進めていきたい。

雑賀崎の迷路のような街並みをより多くの人に楽しんでもらうため、
コンパスと地図だけでチェックポイントを回り得点を競う競技「ロゲイニング」を2回実施

ロゲイニング

「FAVTOWN」と連携した
LPPの活動や雑賀崎の魅力・課題の発信

宣伝方法や地域との関わり方などの課題はあったが、参加者だけでなくLPＰのメンバーも
楽しみながら雑賀崎の魅力を再発見できた。

和歌山市雑賀崎LPP和歌山市雑賀崎LPP

【活動内容】

雑賀崎の地域資源の情報発信と空き家の利活用

雑賀崎は和歌山市の南西部に位置する漁業が盛んな地域である。
雑賀崎LPPは2022年度より発足し、NPO法人である「さいかざきポッセ」や雑賀崎に住む方々のご協
力のもと、これまで活動を行ってきた。2024年度は3回生4人、2回生4人、1回生2人で活動を行った。

FAVTOWN

8月「盆踊り」にてお面・でんでんだいこ作り

イベントのお手伝い

2月「enjoy!旧正月in雑賀崎」にて凧作り


